
別紙（Ａ４横）

主要項目 行動計画（事業計画期間） 行動計画（単年度） 所管部局 実施月 評価指標

Ⅰ協創教育の推進

①学校の進むべき方向を示した「学校グランドデザ
イン」を策定するとともに、その内容を反映した各教
育プログラム(ディテール（詳細）プラン）を作成す
る。

管理職
全教員

通年
・グランドデザインの策定
・各部署、学年、教科におけるディテールプ
ランの作成

②ルーブリックを活用して「思考力・判断力・表現
力」や「主体的に学習に取り組む態度」などを評価
する方法を授業改善研修を通して修得する。

教務部
全教員

通年
教科ルーブリック改訂版の作成（前期）及
び教科においてルーブリックに基づく授業
実施と評価検討会の実施

③教育目標達成のための「探究力（４つの力）の育
成」を評価する「協創ルーブリック」の具体的な活用
法について再考し、評価を試みる。

教務部 通年
・学年主任会で学年行事におけるルーブ
リック評価指標を立案し、学年行事での
ルーブリック評価の実施

2. ＧＣＰ（グローバル・コンピテン
ス・プログラム） の推進

本校の教育目標を達成するための教科横断
型の特色ある教育活動としてＧＣＰに取り組
む。

ＧＣＰにおける4年間の取り組みの成果を総括し、実
施学年を含めた見直しを行う。

協創教育部 通年
・見直し案の提示
・生徒アンケートNo.16「GCPの満足度」の
肯定的割合 65％以上

①中学台湾研修旅行や高校海外研修旅行を通し
て、グローバル基礎力を育成するとともにニュー
ジーランド留学や海外協定校との相互交流の魅力
を生徒・保護者に周知し、参加者のさらなる増加を
目指す。

協創教育部 通年

・留学等への参加者の増加（前年度比
120％）
・生徒アンケートNo.17「国際交流事業の満
足度」の肯定的割合 80％以上

②広島修道大学留学生による語学講座など、広島
修道大学との連携による各種国際交流活動を推進
する。

協創教育部 通年

・各種国際交流活動への参加者の増加（前
年度比120％）
・生徒アンケートNo.17「国際交流事業の満
足度」の肯定的割合 80％以上

4.ＩＣＴを活用した創造的な教育
の推進

ICTを活用した教育を着実に進めることに
よって生徒の理解度を深めるとともに、ICT
の活用等により教職員の生徒にかかわる時
間を確保する。

①生成AIやデータサイエンスなどのデジタル領域の
外部専門講師による講演会やワークショップを通じ
た授業づくりを教員間で共有し、協働的な学びのた
めの研究と情報の提供を行う。

教務部 通年
・教員アンケートNo.18「ICTを活用した授
業」を実践している割合 75％以上

Ⅱ学力の向上

①外部の知見を得て整理した様々な教育データを
活用した「授業改善ビジョン」の策定に取り組む。

教務部
教科主任会

通年 ・各教科における授業改善ビジョンの策定

②「自ら考え学ぶ、考えやすい授業」の共通理解を
促進するとともに、様々なスタイルについての具体
化を図る。

教務部
教科主任会

通年
・各教科において策定した授業改善ビジョ
ンに基づく授業改善具体案の提示

③ＬＲＣ（ラーニング・リソース・センター）を各教科の
中に位置づけて積極的に活用するとともに、生徒の
進路選択の観点から必要な資料を整備する。

教務部
学年会

通年
・各教科におけるLRCの活用頻度
・進路指導資料の整備状況

①年間研修計画に基づいた授業観察及び評価を
通して、「主体的、対話的で深い学び」に向けた授
業改善に取り組む。

教務部
教科主任会

通年
・生徒アンケートNo.9～14「授業の満足度」
の肯定的割合 65％以上

②手取り足取りからの脱却を念頭に置いた指導を
通し、生徒主体の授業と行事を確立する。

教科主任会 通年 ・授業方法及び行事の見直し案の提示

③地域連携担当教員を任命し、町内会、社会福祉
協議会、地元企業、さらには他校との交流を発展さ
せ、交流を通して、より実践的な探求力の育成を試
みる。

総務部 通年
・地域連携担当教員の任命
・地域との交流回数

教科主任を中心として，主体的・対話的で深
い学びを促す授業づくりを組織的に進める。

2025年度　学校法人修道学園　事業計画　

1. 「探究力」４つの力
　(課題解決する力・　協創する
力・社会参　画する力・自己実現
する力）の育成

3.国際理解教育の推進

1.「主体的、対話的で深い学び」
の実践による学力の向上

4つの力の育成を評価するための「協創ルー
ブリック」により生徒の成長を評価するととも
に，各教科においても「協創ルーブリック」を
踏まえた「教科別ルーブリック」により評価を
行う。

海外提携校・姉妹校との交流や海外研修旅
行などを通じて，英語力，異文化理解力，コ
ミュニケーション力，創造力，日本人としての
アイデンティティ（グローバル基礎力）を育成
する。

「分かりやすい授業」から「生徒が考え学ぶ
考えやすい授業」を意識した生徒の主体性を
育む授業へと改善を図る。

＜協創中高部＞

2.探究力を育成する教育の実践
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主要項目 行動計画（事業計画期間） 行動計画（単年度） 所管部局 実施月 評価指標

Ⅲ進路支援の強化

①各種模試結果などを組織的に管理、共有、活用
するため、「教育データ班」を設置し、生徒の進路希
望実現を図る。
「進路シラバス」に基づいた取り組みを充実させて
いく。

進路支援部 通年
・「教育データ班」の設置
・教育データ班の分析結果に基づく進路検
討会の実施

②広島修道大学附属校推薦、総合型選抜、学校推
薦型選抜などの対策案を企画・立案し、実施する。

進路支援部 通年

・広島修道大学入学者数の増加
（100人）
・総合型選抜、学校推薦型選抜入試による
合格者数の増加
（前年度比120％）

③各教科より「協創スマート予備校」との連携担当
教員（スマートティーチャー）を選出し、学校の授業
とリンクした講義を検討するとともに、模試スケ
ジュールや教育データとの共存を図る。

教科主任会
進路支援部

通年
・各教科からのスマートティチャーの選出
・模試スケジュール、教育データを活用した
講義計画の策定

④2025年度からの修大・進学コースの改編の趣旨
を内外に正確に発信する。

教務部
進路支援部

通年
・学内での周知活動状況
・中学校、塾等への周知活動状況

Ⅳ自立（自律）心の育成

①「８つのマインドセット」と「み・そ・あ・じ」（身だしな
み・掃除・挨拶・時間）の周知、徹底を図る。

生徒支援部 通年 ・風紀、美化委員会による推進活動

②今年度は、遅刻数の減少とトイレの使い方と美化
に焦点を当て、具体的な改善策を打ち出して取り組
む。

生徒支援部 通年
・遅刻者数の減少（前年比25％減）
・美化委員会による清掃点検の実施

①文化祭（ステージ発表）と協創コンテストのあり方
等、生徒にとってより良い学校行事の構築を図る。

生徒支援部 通年 ・実施内容の見直し案提示

②生徒支援部の自治会担当教員を明確にし、生徒
の主体性をより高める。

生徒支援部 通年 ・生徒自治会活動年間計画の策定

③生徒自治会から全校生徒へのメッセージを発信
する機会を増やし、意見交流の場を設定して自治
会活動の活性化を図る。

生徒支援部 通年 ・生徒自治会活動の実施状況

④昨年度の校則の見直しの成果と課題を整理し、
生徒自治会とともに、あるべき校則について見直し
を行う。

生徒支援部 通年 ・見直し案の策定

⑤限られた教育環境の中で、充実したクラブ活動を
行うために必要な条件を洗い出し、実施可能なもの
から実行する。

生徒支援部 通年 ・改善の実施状況

Ⅴ教育力の向上

①初任者のための「メンター制度」を実施し、先輩
教員から授業や校務などについて指導や助言を行
う。

教務部 通年 ・初任者へのアンケートによる満足度80％

②本校の強み、弱みを踏まえて計画した年間研修
計画に基づき各種研修計画を実施する。

教務部 通年 ・年間計画に基づく研修の実施状況

2.公開研究授業の実施
計画的な公開研究授業を開催し、教員の授
業力向上を図る。

授業観察・評価による授業改善の成果発表の場と
して公開研究授業を実施する。

教務部 11月
・公開研準備検討会の実施
・公開研後の事後検討会の実施

各種模試結果を分析し，生徒の学力状況を
客観的に把握し，進路支援部，各学年，教科
が連携して 具体的な学力向上対策を実施す
る。
個人面談の充実を図り、学習支援体制を確
立する。

挨拶の励行や時間厳守など基本的生活習
慣の確立に向けて，登下校時，SHR，授業，
部活動など様々な場面を捉え，教職員が一
丸となって指導を徹底する。

生徒自治会の主体的な企画・運営により各
種事業が行われ、その行事に生徒が意欲的
に参加できる 環境を整える。

学校としての授業改善ビジョンを策定し、体
系的・定期的な研修制度に基づく研修を計
画するとともに、研修時間を確実に確保す
る。

1.生徒の進路希望を実現する
データに基づいた組織的な進路
指導の充実

1.規範意識や倫理観の育成

2.学校生活の活性化

1.教職員研修の充実

2



主要項目 行動計画（事業計画期間） 行動計画（単年度） 所管部局 実施月 評価指標

①年間計画に基づく授業観察・評価を教育アドバイ
ザーの協力を得ながら実施する。

教務部 通年
・授業観察年間計画の策定
・観察結果のまとめを作成

②授業力向上のため、生徒による授業評価アン
ケートを実施する。

教務部 6月・11月
・生徒授業評価アンケートの実施
・評価アンケート結果の分析と評価報告書
の作成

①ルーブリックを活用して「思考力・判断力・表現
力」や「主体的に学習に取り組む態度」などを評価
する手法を授業改善研修を通して修得する。

教務部 通年

②授業評価のための教科別ルーブリックをブラッ
シュアップし、これに基づいて評価を試みる。

教務部 通年

Ⅵ生徒募集の充実

①教職員全員が「広報マン」になれるよう、本校の
現在地について把握できる情報を整理し共有する。

企画広報部 5月～11月
・オープンスクール等、各行事の広報計画
の策定

②オープンスクール、地域別相談会、夜の説明会、
随時見学等を軸として広報活動を実施する。

企画広報部 5月～11月
・各種行事の年間計画を策定
・オープンスクール参加者数の定員充足

③ウェブ（ホーム）ページ及びＳＮＳでのタイムリー
な発信をこれまで以上に充実させる。

企画広報部 通年
・保護者アンケートNo.30「本校のホーム
ページはよく更新されている。」割合82％以
上

④小・中学校や塾訪問の事前準備を入念にすると
共に、訪問先を厳選するなど、戦略的に実施する。

企画広報部 通年
・小学校、中学校及び塾へのアンケート「本
校の広報活動」への肯定的割合80％以上

Ⅶ学校組織力の強化

①新たに策定した中期事業計画に基づいた年度計
画が作成される組織体制を構築する。

管理職 通年
・教員アンケートNo.34「学校経営方針に対
する満足度」の肯定的割合 64％以上

②組織内のコミュニケーションを活性化するため、
職員室内の座席配置や学年団の分掌の組み方の
工夫、またキャリアアップ面談以外での面談実施に
取り組む。

管理職、教務部 通年
・キャリアアップ外の面談計画に基づく実施
状況
・面談に基づくまとめの作成

2.人事評価の実施

適正な評価に基づき，教師力を高め，組織と
して教育力を最大化する本校独自の人事評
価制度を実施するとともに、評価を給与に反
映する。

協創シートに基づくキャリア・アップ面談を通して
個々の取り組みを支援するとともに、その成果を給
与に反映する仕組み作りに着手する。

管理職 通年 ・人事評価システムの見直し案提示

Ⅷ事務室の機能強化

経営面の機能強化
事務室が校長の学校経営を支援する組織と
なっている。

学校経営に関する課題を共有し、改善案について
協議する機会を設ける。

事務室 通年
事務長、総務企画課長及び財務課長との
協議会実施（週１回）

財務面の機能強化
学校経営にかかわる中期計画に基づき，適
切な財務運営及び施設・設備の管理が行わ
れている。

施設・設備中長期保全計画に基づき、計画的な施
設・設備の維持管理を実施する。

事務室 通年 中長期保全計画に基づく整備状況

1.戦略的広報活動の実
　施

１.組織体制の充実

各プログラムのディテール（詳細）プランを提
示し、学校内外の評価者による日々の授業
を評価する仕組みを構築し，授業改善にか
かるPDCAを回す。

ルーブリックによる授業評価を行う。

本校における「ヒト・モノ・カネ」の資源を正確
に把握するとともに，様々なテクノロジーを駆
使した広報活動をはじめ，効率的・戦略的な
広報活動を行う。

中期事業計画を踏まえた年度事業計画を毎
年策定し，部長・主任を中心とした各部，学
年団において，主体的に様々な教育活動・
改善を実施する。

教科ルーブリック改訂版の作成（前期）及
び教科においてルーブリックに基づく授業
実施と評価検討会の実施

3.授業観察・評価の充実

4.学校ルーブリック・教科ルーブ
リックを活用した評価の実践
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